
様式４の１

第１　事業計画
１　個別事業計画一覧表（１）

　　うち森林作業道整備

　　うち森林作業道整備

　　A区分

　　B区分 200m 5,000 5,000 設計・技術審査会設置済

　　C区分

5,600m 9,640 9,640

800m 1,360 1,360

機能強化（単独型）

機能強化（一体型）

16,000 16,000

16,000 16,000

県内各市町の事業体
等

目標

安定供給体制の
整備推進

間伐材生産

総計

間伐材生産

事業種目
（メニュー）

資源高度利用型施業

合計

路網整備・機能
強化対策

林業専用道（規格相当）整備

関連条件整備活動

附帯事務費

合計

関連条件整備活動

資源高度利用
型施業

合計

事業実施主体

令和４年４月１日 現在

事業量
（ha、m、箇所）

事業費
（千円）

国費
（千円）

備考

補強

点検診断

機能強化

林業専用道（規格相当）復旧

森林作業道整備



１　個別事業計画一覧表（２）

＜合計＞

自立的林業経営活動
の推進

0 0

山地防災情報の周知 0 0

森林資源の保護 887 443

マーケティング力ある
林業担い手の育成

1,200 600

林業経営体の育成 32,450 11,800

<個別事業計画＞

森林資源の保護 森林環境保全の推進
森林保全推進員と連携し、森林保全
管理活動を行う森林保全巡視指導員
の配置

山口県 887 443

人材の確保・育成・定着
造林・保育作業者の確保に向けた基
礎的な技術研修会の開催

山口県 1,200 600

人材の確保・育成・定着
森林施業プランナーを対象とした森林
資源のデータ解析手法を習得するた
めの研修会の開催

山口県 4,000 2,000

人材の確保・育成・定着
事業の合理化・雇用管理改善指導、
改善計画作成指導

１事業体 834 417

労働安全の確保 作業現場における巡回指導の実施 １事業体 1,294 647

労働安全の確保
振動障害予防安全講習会の開催、特
殊診断の受診促進

１事業体 1,360 680

労働安全の確保
安全な伐木作業に関する高度な知
識・技能の習得及び指導能力向上を
目的とした指導者の育成

山口県 2,100 1,050

スイングヤーダ  1台 １事業体 32,450 11,800

フォワーダ　　1台
（積載量5.0t）

１事業体 18,700 5,666

その他（高能率林内作業車）　　　1台 １事業体 8,360 2,533

林業経営体の育成
林業経営体育成対策（林

業機械リース支援）

マーケティング力ある
林業担い手の育成

地域
提案

備　考目標 メニュー 実施内容 事業実施主体
事業費
（千円）

国費
（千円）



２　計画主体ごとに定める指標（全体指標）

数値 単位
年度

（西暦）
数値 単位

年度
（西暦）

素材生産量（目標値） 301,000 m3 R4 328,000 m3 R9 増加率9％

素材生産性（目標値） 5.7 m
3
/人・日 (2022) 7.2 m

3
/人・日 (2027) 増加率26％

地域材利用量（増加量・増加率） 214 千m3 R4 233 千m3 R9
増加量19千ｍ3
増加率9％

木質バイオマス利用量（増加量） 108 千m3 (2022) 124 千m3 (2027) 増加量16千ｍ3

森林資源保護の推進

森林環境保全の推進
指導等面積の増加
（保安林指定面積）

保安林の適正な指定・管理を進め、森林の
公益的機能を確保し、森林環境の保全を図
る

1,058 百ha
R4(R2)
(2022)

1,085 百ha
R5

(2023)
27百ha増
(2.6%増)

素材生産量(目標値)
労働力の確保を推進し、素材生産量の
増加を図る

301 千m3
R4

(2022)
306 千m3

R5
(2023)

認定事業主数
就業者の受皿となる林業認定事業体の
育成

17 事業体
R4

(2022)
18 事業体

R5
(2023)

労働災害発生件数 労働災害の発生件数を15%/5年減少 24 件
R4

(2022)
23 件

R5
(2023)

素材生産量（目標値） 301,000 m3 306,000 m3

R4 R5

素材生産性（目標値） 5.7 m
3
/人・日 (2022) 6.0 m

3
/人・日 (2023)

（注）
１　目標単位での事業計画がある場合は、該当する全体指標について記載すること。

*　行については、適宜加除のこと。

マーケティング力ある林業担い
手の育成

林業経営体の育成
林業経営体育成対策
（林業機械リース支援）

２　メニュー及び全体指標については、別表３に定める事項を記載すること。ただし、目標「マーケティング力ある林業担い手の育成」における全体指標の一部及び「森林資源の保護」における全体指標については、別表３を踏まえ、地域の実
情に応じたものを設定すること。また、全体指標ごとに定める（）書き内の増加量、増加率等については備考欄に記載のこと。

自立的林業経営活動の推進 自立的経営活動推進

山地防災情報の周知
山地防災情報伝達の総合
的な推進

森林資源の保護

人材の確保・育成・定着

労働安全の確保

主伐等に取り組む事業体の高性能林業
機械の導入を支援することにより、素材
生産量及び素材生産性の向上を図る。

備考

安定供給体制の整備推進

木材利用及び木材産業体制等
の整備推進

目標
事業種目
（メニュー）

全体指標
指標設定の考え方
（目標との関連性）

現状値 目標値

高性能林業機械等の整備

木質バイオマス利用促進
施設の整備

高性能林業機械等の導入により、素材
生産量及び素材生産性の向上を図る。

未利用間伐材等活用機材を整備し、未
利用間伐材や林地残材のエネルギー利
用を進める。



３　事業実施主体ごとに定める指標（個別指標）
　（１）森林整備・林業等振興整備交付金

35,090 10,633 0 10,633

53,350 24,250 24,250

53,350 24,250 0 24,250

88,440 34,883 0 34,883

うち地域提案

事業費
（千円）

交付金（国費）

合計
（千円）

附　帯
事務費
（千円）

事業費
（千円）

安定供給体制の整備
推進

合　計

目標
事業実
施主体

メニュー 事業種目

高性能林業機械
等の整備

04　林業機械作業
システム整備

１事業体 35,090 10,633 10,633

総　　計

木材利用及び木材産
業体制等の整備推進

合　計

木質バイオマス
利用促進施設の
整備

未利用間伐材等
活用機械整備

１事業体


